
直木賞作家 ・ 城山三郎は経済小説の先駆者として知られていますが、 著書の中には歴史

を扱った小説も多く見られます。

今展ではその中から、 豊臣全盛期の日本とマニラを交易する堺の商人 ・ 呂宋助左衛門の

生涯を描いた昭和 58 年 NHK 大河ドラマの原作 『黄金の日日』 や、 豊臣秀吉の中国地

方進軍に対抗しつづけた瀬戸内の海賊 ・ 村上武吉に注目した 『秀吉と武吉 目を上げれば

海』 の二作について、 直筆資料など貴重な資料を紹介します。

7/29　 ～ 8/30㊐
会場：2階 展示室 6，7 (入場無料、ただし要入館料 )  
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『黄金の日日』 （新潮社）

『秀吉と武吉 目を上げれば海』 （朝日新聞社）

の
時
代
を
見
つ
め
た

豊
臣


